
２．基盤整備等における歴史・文化資産の活用 

復興における歴史・文化資産の継承検討調査 

背景・目的 

被災地の復興においては、誇りや愛着を持てる故郷を再生し、観光等による活力あるまちづくりを進める観点から、歴史・文化資産の継承
等も重要であることから、文化財等の歴史・文化資産、自然の景観、地域の豊かな観光資源を活用した復興まちづくりのあり方等について、
事例調査等による分析や被災地におけるケーススタディを踏まえて取りまとめ、被災自治体が復旧・復興事業等に活用できるよう整理する。 

ケーススタディの実施 

基本的考え方の 
とりまとめ 

津波被災市街地等を１０地区選定し、ケーススタディを実施 

基盤整備や高台移転に向けた復旧・復興事業等の計画・設計、建築物の誘導やまちなみ形成などの各
場面において、市町村又は県が活用できるよう、歴史・文化資産の把握方法、歴史・文化資産を活かし
た復興まちづくりに関する基本的な方向性と実現に向けた方策をとりまとめ 

１．歴史的建造物等 
の活用 

 

・重要な歴史的建造物等
の所在に係る調査 

・地域住民による歴史的
建造物の活用検討 等 

３．広域的資産 
の活用 

 

・土木遺産等と周辺景観
の一体的な再生・活用 

・広域的・横断的な連携
体制の構築 等 

①従前市街地 
 

・基盤整備時の景観変化の
比較検討 

・遠景、市街地、まちなみの
３つの景観への配慮 等 

②高台移転 
 

・過去の高台移転における配
慮や工夫点の活用 

・移転跡地の土地の記憶（敷
地割り・道筋等）の継承 等 

③祭礼等への配慮 
 

・祭礼等の持つ地域の
求心力の認識・継承 

・祭礼等に重要な場所
の継承への配慮 等 

地域らしさを伝える個々
の歴史・文化資産 
（建造物、土木遺産 等） 

地域のまち並みや風景を形成する歴史・文化資産 
 

（歴史的なまちなみ、景勝地、祭礼の場、道筋 等） 

広域的なつながりを伝
える歴史・文化資産 

（街道・舟運、伝統行事 等） 

マップ作成 津波被災地の歴史・文化資産、
景観、観光資源等をまとめた
マップを作成 

マップの作成イメージ（気仙沼市） 

再生・活用テーマ 対象市町村等 

１．歴史的建造物等を活かした復興まちづくり 

宮城県村田町 

福島県白河市 

岩手県釜石市 

２．基盤整

備等におけ

る歴史・文

化資産を活

かした復興

まちづくり 

２－１．従前市街地の整備等における地域らしさの再生・

創出 

宮城県気仙沼市 

宮城県石巻市 

２－２．高台移転に伴う景観等への配慮と歴史文化の継

承 

岩手県大船渡市 

宮城県松島 

２－３．祭礼等への配慮と地域コミュニティの維持・再生 三陸浜街道（岩手県沿岸部） 

３．広域的な歴史・文化資産を活かした復興まちづくり 

宮城県（石巻市～岩沼市） 

陸前浜街道（福島県沿岸部） 

気仙沼街道 
貞山堀とその周辺の文化的景観 

の再生（石巻市～岩沼市） 

基盤整備時における歴史的 

建造物の保存（気仙沼市） 

マップの作成イメージ（気仙沼市） 

補陀寺の樅 

補陀寺六角堂 

平八幡神社の
大サワラ 

宝鏡寺楼門 

観音寺観音堂厨子 

意馬心猿の図 

木造阿弥陀如来坐像 
内の脇2号貝塚 

1号貝塚 堀子判紙 

小野健商店土蔵 

角星店舗 

男山本店店舗 

神明崎の 

モクゲンジ群落 

角星旧酒造工場 

武山米店店舗及び主屋 

気仙本吉御絵図 

板戸の鶴の図 


